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 院内各部署で現在、人事評価育成面接が実施されています。 

 人事評価は①業績考課、②執務考課、③能力考課の３つの要素から評価します。３つの要

素を簡単に説明します。 

①業績考課は目標管理をしています。年間目標を挙げ成果はどうだったかを確認します。 

②執務考課は昨年度から【社会人基礎力】で確認し始めました(看護局のみ)。 

③能力考課は看護実践能力クリニカルラダーで確認しています。 

 昨年度から導入した【社会人基礎力】では「できたこと(能力)」「できなかったこと(能力)」が

評価できます。できたことは認め誉め、出来なかったことは努力してほしいと伝え今後の課題

として共有できます。しかし、その評価基準が難しいと感じています。自己評価と他者評価に

相違があるのは常ですが、執務態度で「模範レベル」とするのか「自ら、又は指導して行動変

容がみられるレベル」なのかが悩ましいです。 

常に素敵な態度を取っているならいいのですが、その素敵な態度を「模範レベル」とするか

「できて当たり前」とするか。評価者間に差が生じではいけませんので、もう少し目線合わせ

をしていきながらブラッシュアップしていきたいと思っています。 

勿論、毎年評価者間の差を考慮して調整しています。 

さあ、明日からも患者さんのため、病院職員のために頑張ります。 


